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の
Ｃ
Ｔ
画
像
を
撮
像
し
、
そ
の
画
像
を
用
い

て
設
計
図
（
線
量
分
布
図
）
を
パ
ソ
コ
ン
上

で
作
成
し
ま
す
。
線
量
分
布
図
作
成
は
１
時

間
も
か
か
ら
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
２
週
間

ほ
ど
か
か
る
症
例
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
定

位
放
射
線
治
療
や
強
度
変
調
放
射
線
治
療
と

言
わ
れ
る
高
精
度
放
射
線
治
療
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
す
。作
業
は
よ
り
複
雑
に
な
っ

て
お
り
、
私
が
放
射
線
治
療
医
に
な
っ
た
約

25
年
前
と
比
べ
る
と
、
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
こ
の
設

計
図
作
成
に
は
医
学
物
理
士
と
い
う
職
種
の

助
け
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
院
の
治
療
患
者

数
は
東
北
地
方
の
国
公
立
病
院
で
東
北
大
学

に
次
い
で
第
２
位
だ
ー
と
い
う
の
が
従
来
の

当
科
の
売
り
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
弘
前

大
学
や
秋
田
大
学
や
岩
手
医
大
な
ど
と
症
例

数
は
同
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
宮
城
県

内
で
は
東
北
大
学
に
次
い
で
不
動
の
２
位
で

す
。
放
射
線
治
療
科
を
初
診
で
訪
れ
る
患
者

さ
ん
は
居
ま
せ
ん
の
で
、
紹
介
あ
っ
て
の
診

療
科
で
す
。
業
績
は
完
全
に
他
科
の
先
生
方

の
依
頼
数
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

の
紹
介
患
者
数
は
年
間
８
０
０
～
９
０
０
例

ほ
ど
で
す
。

　

当
院
の
頭
頸
部
が
ん
診
療
は
東
北
大
学
と

並
び
東
北
地
方
で
は
ツ
ー
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

必
然
的
に
頭
頸
部
が
ん
の
放
射
線
治
療
も
盛

ん
で
す
。
解
剖
的
に
も
機
能
的
に
も
複
雑
な

部
位
で
あ
り
、
毎
週
、
頭
頸
部
内
科
／
外
科

医
、
放
射
線
治
療
／
診
断
医
、
歯
科
医
、
形

成
外
科
医
と
合
同
で
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
の
稿
で
医
学
物
理
士
の
小
笠
原
先

生
か
ら
も
紹
介
が
あ
り
ま
す
が
、
機
器
更
新

に
よ
り
脳
転
移
の
定
位
照
射
を
多
く
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
ど
う
し
て

も
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
数
個
が
限
界

で
し
た
が
、
現
在
は
10
個
程
度
で
あ
れ
ば
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
適
応
は
大
き
さ
と

全
身
状
態
に
よ
り
ま
す
。

　

当
科
と
し
て
心
が
け
て
い
る
事
は
ス
ピ
ー

ド
感
で
す
。
病
院
の
初
診
予
約
か
ら
画
像
診

断
、
生
検
、
告
知
と
当
科
に
来
る
ま
で
に
何

か
月
も
か
か
る
症
例
も
あ
り
ま
す
。
術
後
の

予
防
治
療
な
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
急
ぎ
ま

せ
ん
が
、
進
行
が
ん
で
根
治
照
射
の
場
合
な

ど
は
そ
の
間
の
不
安
感
は
い
か
ほ
ど
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
、
と
思
い
ま
す
の
で
な
る
べ
く
早

い
治
療
開
始
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

紹
介
患
者
の
約
半
数
は
緩
和
照
射
で
す
。

予
後
は
限
ら
れ
た
方
が
多
い
の
で
、
こ
れ
も

な
る
べ
く
早
い
治
療
開
始
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
。
骨
転
移
の
緊
急
照
射
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
椎
体
転
移
に
よ
る
脊

髄
圧
迫
は
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
が

あ
り
、
発
症
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
と
不
可

逆
的
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

外
科
的
な
除
圧
術
、
緊
急
で
の
放
射
線
治
療

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
整
形
外
科
の
保
坂
先

生
の
全
面
的
な
協
力
の
元
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

外
照
射
と
並
ん
で
も
う
ひ
と
つ
の
放
射
線

治
療
で
あ
る
内
照
射
に
つ
い
て
も
軽
く
触
れ

て
お
き
ま
す
。

　

192Ir

（
イ
リ
ジ
ウ
ム
線
源
：
密
封
小
線
源

治
療
）
を
用
い
た
子
宮
頸
が
ん
に
対
す
る
内

治
療
は
婦
人
科
癌
に
対
し
て
施
行
し
て
お
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
現
在
は
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
治

療
計
画
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
腔

内
照
射
に
加
え
て
、
刺
入
針
を
用
い
た
組
織

内
照
射
も
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
宮
城
県
で

は
東
北
大
学
と
当
院
で
の
み
施
行
可
能
で
す

が
、
採
算
性
の
あ
る
治
療
で
は
無
い
の
で
残

念
な
が
ら
約
２
年
後
に
は
停
止
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
動

い
て
お
り
ま
す
が
、
非
密
封
の
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
治
療
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
当
院
に
は

開
院
以
来
誰
も
使
用
し
て
こ
な
か
っ
た
Ｒ
Ｉ

病
棟
が
あ
り
ま
す
。
近
年
神
経
内
分
泌
腫
瘍

に
対
す
る
ア
イ
ト
ソ
ー
プ
内
用
療
法
（
ル
タ

テ
ラ
）
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
宮

城
県
内
で
は
東
北
大
学
の
み
で
可
能
で
あ
り
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
か
ら
県
外
（
主
に
福

島
医
大
）
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
症
例
も
多
い

現
状
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

放
射
線
治
療
科　

久
保
園 

正
樹

　

が
ん
の
３
大
治
療
法
と
言
え
ば
手
術
、
放

射
線
治
療
、
薬
物
療
法
で
す
が
、
こ
の
中
で

は
放
射
線
治
療
が
一
番
地
味
と
い
う
か
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
当
院
は
何
と
い
っ
て
も
癌
治

療
の
専
門
病
院
で
あ
り
、
医
師
は
い
ず
れ
の

方
々
も
が
ん
治
療
の
専
門
家
で
す
の
で
あ
る

程
度
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
般
の
方
々
や
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は

い
ま
だ
に
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
街
中
の
酒
場
で

放
射
線
科
医
と
言
う
と
市
民
か
ら
１
０
０
％

言
わ
れ
る
の
が
「
写
真
撮
っ
て
い
る
人
で
す

か
？
」
と
い
う
も
の
で
す
。
め
ん
ど
く
さ
い

の
で
ま
あ
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
と
誤
魔
化
す

事
も
あ
り
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
外
照
射
と

内
照
射
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
は

放
射
線
治
療
と
い
う
と
外
照
射
を
指
す
と
思

い
ま
す
。
直
線
加
速
器
と
言
わ
れ
る
装
置
を

用
い
て
、
体
外
か
ら
が
ん
病
巣
に
放
射
線
を

当
て
て
治
療
効
果
を
狙
い
ま
す
。
装
置
を
操

作
す
る
の
は
医
師
で
は
な
く
診
療
放
射
線
技

師
で
す
。
い
よ
い
よ
も
っ
て
放
射
線
治
療
医

は
何
を
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

　

放
射
線
治
療
科
医
の
仕
事
は
治
療
計
画
の

作
成
で
す
。
こ
れ
も
何
の
こ
と
か
判
り
に
く

い
用
語
で
す
。
大
ま
か
に
い
う
と
、
主
治
医

の
依
頼
を
受
け
て
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
方

針
を
決
定
し
、
線
量
分
布
図
と
い
わ
れ
る
設

計
図
を
作
成
す
る
仕
事
で
す
。
治
療
体
位
で

宮宮み

や

び

と

み

や

び

と人人
ハハ
語語か

た

か

た

ルル
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青
森
県
青
森
市
の
出
身
で
す
。
高
校
を
卒

業
し
た
の
は
も
う
32
年
前
で
す
が
、
冬
は
市

街
地
で
も
積
雪
１
～
２
ｍ
に
達
し
ま
す
。
よ

く
ま
あ
豪
雪
の
中
、
学
校
に
通
っ
て
い
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
が
物
心
つ
い
た
時
か
ら

そ
う
い
う
風
景
な
の
で
さ
し
て
疑
問
に
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
仙
台
は
雪
が
無
く
て
サ
イ

コ
ー
で
す
。
余
談
で
す
が
研
究
所
の
金
村
先

生
、
消
化
器
外
科
の
森
川
先
生
、
呼
吸
器
外

科
の
冨
山
先
生
も
青
森
高
校
出
身
で
す
。
ま

さ
か
当
院
に
４
人
も
青
森
高
校
が
集
ま
る
と

は
、
惑
星
直
列
並
み
に
勝
手
に
興
奮
し
て
お

り
ま
す
。
大
学
入
試
直
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星

放
送
で
ア
メ
リ
カ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
Ｎ
Ｂ
Ａ

と
い
う
や
つ
で
す
）
を
放
送
し
て
お
り
ま
し

た
。
大
学
に
入
っ
た
ら
バ
ス
ケ
で
も
や
ろ
う

か
、
医
学
部
の
連
中
な
の
で
た
い
し
た
こ
と

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
入

部
し
て
み
る
と
中
学
高
校
と
バ
ス
ケ
部
だ
っ

た
人
達
は
上
手
で
し
た
。
６
年
間
ほ
と
ん
ど

試
合
に
は
出
ず
ベ
ン
チ
か
ら
野
次
だ
け
飛
ば

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
反
動
か
今
で
も
週

に
２
回
程
度
は
バ
ス
ケ
し
て
お
り
ま
す
。
同

世
代
の
バ
ス
ケ
仲
間
に
も
う
30
年
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
い
い
加
減
初
心
者
だ
と
言
い
張

る
な
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
怪
我
を
す
る
度
に

整
形
外
科
の
保
坂
先
生
に
は
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
職
員
で
私
ほ
ど
整
形
外
科
に
か

か
っ
て
い
る
医
師
は
居
な
い
と
い
う
自
負
が

あ
り
ま
す
。
医
学
部
５
年
生
に
な
り
そ
ろ
そ

ろ
皆
将
来
の
志
望
科
の
話
に
な
り
ま
す
。
バ

ス
ケ
部
の
同
級
生
も
先
輩
後
輩
も
ほ
と
ん
ど

皆
外
科
系
志
望
で
し
た
。
父
親
も
消
化
器
外

科
医
で
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
自
分
の
性
格

や
適
性
か
ら
外
科
向
き
で
は
無
い
な
あ
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
学
生
実
習
で

放
射
線
治
療
科
を
ま
わ
り
、
色
々
な
科
と
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
し
て
い
る
放
射
線
治
療
科
が

向
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
当
院

で
も
ず
っ
と
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
の
司
会
を

し
て
い
ま
す
が
、
好
き
で
や
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
東
北
大
学
の
放
射
線
治
療
科
は
約

半
数
が
AB
型
で
あ
り
、
こ
こ
30
年
近
く
は
そ

の
割
合
に
著
変
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
わ
た
く

し
も
AB
型
で
す
。
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第二外来
小野 暢子

当
院
の
放
射
線
外
来

　

当
院
の
放
射
線
外
来
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

放
射
線
外
来
は
、
放
射
線
治
療
を

受
け
る
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を
治
療

開
始
か
ら
終
了
ま
で
継
続
的
サ
ポ
ー

ト
す
る
専
門
外
来
で
す
。
放
射
線
治

療
は
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
対
象
と

な
り
、
治
療
目
的
も
が
ん
の
根
治
照

射
、
が
ん
の
痛
み
・
出
血
な
ど
に
対

し
て
行
わ
れ
る
緩
和
照
射
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
平

日
毎
日
の
治
療
と
な
り
、
患
者
さ
ん

の
生
活
に
合
わ
せ
て
入
院
か
外
来
通

院
で
の
治
療
方
法
を
選
択
し
て
頂
き

ま
す
。
治
療
の
内
容
や
部
位
に
よ
っ

て
も
異
な
り
ま
す
が
、
治
療
回
数
が

進
む
と
副
作
用
が
出
や
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
放
射
線
治
療
を
開
始

す
る
患
者
さ
ん
方
は
「
放
射
線
治
療

の
副
作
用
」「
毎
日
通
院
す
る
こ
と

の
不
安
」「
痛
み
が
あ
っ
て
つ
ら
い

が
治
療
に
耐
え
ら
れ
る
か
」「
治
療

に
必
要
な
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
か
」
な
ど
、
色
々
な
悩
み
や
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
放

射
線
治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
な
説

明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
放
射
線
治
療

を
「
毎
日
続
け
ら
れ
る
」
た
め
に
、

治
療
へ
の
不
安
軽
減
、
副
作
用
の
早

期
発
見
・
対
応
と
セ
ル
フ
ケ
ア
指

導
、
精
神
的
ケ
ア
、
症
状
を
予
測
し

て
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

が
放
射
線
治
療
を
無
理
な
く
続
け
ら

れ
安
心
し
て
治
療
を
終
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
日
々
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

い
、
心
身
の
変
化
に
細
や
か
に
目
を

向
け
、
心
と
体
の
両
面
か
ら
必
要
な

支
援
を
届
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
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プロフィール

久保園 正樹（くぼぞの まさき）

1975 年２月 24 日：青森県弘前市生まれ
1993 年：青森県立青森高校卒業 同年 東北大学医学部入学
1999 年：東北大学医学部卒業 同年 放射線科入局

その後は大半を東北大学と宮城県立がんセンターで勤務してお
ります。放射線治療機器（直線加速器：ライナック）のある宮
城県及び近県の病院にはほぼ出張で行っております。

放射線治療科  久保園 正樹
宮人ヲ知ル

　久保園先生は青森のご出身ですが、青森を微塵も
感じさせない南国顔。かつ、体型も相まっておおら
かな方なのかと思いきや、非常に繊細な内面も持ち
合わせています。
　そんな先生の両面が遺憾なく発揮されるのは患
者さんの診察のとき。いかつい風貌ながらも、優し
くわかりやすい口調で、患者さん一人ひとり親身に
なって説明してくれるので、患者さんからは厚い信
頼が寄せられています。
　スタッフとの関係も近く、他院と比べてもスピー
ド感をもって診察から治療まで進められるのは、久
保園先生のコミュニケーション力のおかげです。

診療放射線技術部　板垣 典子

-- 看護師は伝えたい 『がん』 のこと看護師は伝えたい 『がん』 のこと --
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放射線
治療の

新シス
テム

放射線
治療の

新シス
テムおしえてせり爺！

おしえてせり爺！
「IDENTIFY」「IDENTIFY」とと

「HyperArc」「HyperArc」についてについて
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　当センターでは放射線治療装置の更新に合わせ、新たに Varian 社の「IDENTIFY（アイデ
ンティファイ）」と「HyperArc（ハイパーアーク）」という２つのシステムを導入いたしました。
これにより、これまで以上に「身体に優しく、正確な」治療が可能となります。　HyperArc は、脳腫瘍に対する定位放射線治療を、より安全かつ効率的に行うために開発

されたシステムです。放射線治療では、腫瘍（がん細胞）に正確に放射線を当て、周囲の
正常な組織への影響をできる限り抑えることが重要です。特に１回あたりの線量が多い「定
位照射」では、腫瘍の境界で放射線量が急激に減少するような、非常に急峻な線量分布が
求められます。
　従来のシステムでは、照射範囲を中心部に絞ることでこうした分布を実現していました
が、複数の腫瘍がある場合には位置を変えながら個別に照射する必要があり、治療時間が
長くなってしまうことが課題でした。これに対し、HyperArc では、コンピューターが腫瘍
の位置を立体的に把握し、正常な組織に余分な放射線が当たらないよう最適な照射経路を
自動で算出します。この最適化技術により、複数の腫瘍を一度にまとめて照射することが
可能となり、これまで数十分かかっていた治療時間を大幅に短縮できるようになりました。

　これらの新システムを活用し、患者さんの生活の質（QOL）を維持しながら、より精度の
高い治療を提供してまいります。ご不明な点がございましたら、どうぞお気軽に放射線治療
部門スタッフへお声がけください。

 • 位置照合におけるＸ線被ばくを低減
 • 皮膚へのマーキングを省くことで、治療期間中のストレスを軽減
 • 呼吸により動く部位に対して、より安全で高精度な照射が可能

● IDENTIFY のメリット

 • 一度の治療工程で、複数の脳腫瘍をまとめて照射できる
 • 一回当たりの治療時間が短縮され、患者さんの負担が減る
 • 高度な最適化により、周囲の正常組織への影響を抑えられる

●HyperArc のメリット

２．HyperArc

※線量分布※ HyperArc で複数同時に照射する照射野の図

１．IDENTIFY

※ IDENTIFY の実機

※照合の様子

　IDENTIFY は、患者さんの体表面をリアルタイムで三次元的に計
測・監視するシステムです。青色の可視光パターン（模様）を体表
面に照射し、その凹凸によって生じる模様の歪みを高精度 3D カメ
ラで解析することで体表面の形状を正確に把握します。
　従来の放射線治療では、正確に位置を合わせるためにＸ線撮影を
行い、骨などの体内構造を確認していました。しかし、この方法に
は追加の被ばくを伴うというデメリットがありました。IDENTIFY
では可視光を利用することで、まったく被ばくすることなく位置情
報を取得できます。体表面の情報と、従来のＸ線画像による体内情
報を相補的に組み合わせることで、被ばくを最小限に抑えた正確な
位置合わせが可能です。
　また、乳がん術後の治療などでは、これまで皮膚に直接描いてい
た位置合わせのためのマーキング（基準線）が不要となります。 「線
が消えないよう入浴や衣服に気をつかう」といった治療期間中のス
トレスがなくなり、より普段に近い生活を送ることができます。
　さらに、IDENTIFY は呼吸に伴う胸部や腹部の動きを正確に捉え
ることができるため、「深吸気息止め（DIBH）照射」にも対応して
います。これは、深く息を吸い込み、一時的に息を止めた状態で照
射を行う手法です。特に左側の乳がん治療において、深く息を吸う
ことで心臓を照射範囲から遠ざけることができ、心臓への不要な放
射線量を大きく減らすことが可能です。
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今回のテーマは…
栄養バランス について

栄養の本棚
～食べ物と健康のお話～

栄養管理室

バランスの良い食事で元気をサポート！

ポイント22 生活リズムを整えましょう

ポイント11 主食＋たんぱく質源＋野菜を意識しましょう
例① 例② 例③

おにぎりだけ 親子丼
（ごはん・鶏肉・卵・玉ねぎ）

うどんだけ 月見うどん
（うどん・卵・野菜）

菓子パンだけ サンドイッチ＋牛乳
（パン・ハム・チーズ・野菜）

バランスの良い食事＝料理を揃える？
手間がかかると私には難しいかも…。

上記のように、まずは少量でも良いので、
１食に主食・たんぱく質源・野菜を揃える
よう意識してみましょう。

乳製品・果物など

他にもキノコや海藻など

ご飯・麺・パンなど

体の調子を整える

エネルギーのもと
主食

副菜（野菜）

その他

肉・魚・卵・大豆製品
（納豆・豆腐など）

からだをつくる
主菜（たんぱく質原）

POINT!
ご自身の手のひらサイズを
１～２品摂りましょう。

朝 昼 夕

間食を活用し、少量ずつ分けて
食べましょう。乳製品や栄養補助食品
などで補うのがオススメです。

食べられない時は…
食欲食欲

１日３食 食べるリズムが体の調子を整えます。
無理のない範囲で少しずつ生活リズムを
戻していきましょう。

Check!

知ってる？
がん放射線療法看護
認定看護師のオハナシ

がん放射線療法看護
認定看護師とは？

　がん放射線療法看護認定看護師は、放射線治療
を受ける患者さんとご家族を専門的に支える看
護師です。放射線治療は、がん治療の中で多くの
方が受ける重要な治療法ですが「副作用が心配」

「治療中の生活はどうなるのか」など、不安や疑
問を抱える方が少なくありません。そうした思
いに寄り添いながら、治療を安心して受けられ
るようサポートしています。

がん放射線療法看護
認定看護師の役割

　治療開始前には、治療の流れや注意点をわかり
やすく、患者さんが自分のペースで理解できる
よう丁寧にお話しします。治療中は、副作用を
早期に把握し、適切なケアや生活上の工夫を提
案します。治療内容や体質、生活スタイルによっ
て副作用の程度は異なってくるため、事前にお
話を伺いながら、その方に合った予防策や対処
方法を一緒に検討しながら進めていきます。

　また、放射線治療は医師、放射線技師など多く
の専門職が関わる治療です。その橋渡し役とし
て、情報共有や連携を円滑にし、患者さんが安心
して治療を続けられる環境づくりに努めていま
す。治療中の不安や気持ちの揺れにも寄り添い、
心理的なサポートを行うことも大切な役割です。

みなさまへ
　みなさまにとって、放射線治療がより身近で、
安心して受けられる医療となるよう日々努めて
います。治療に関する疑問や不安があれば、どん
な小さなことでもお気軽にご相談ください。患
者さんが自分らしく治療に向き合えるよう、支
えていきます。
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登録医療機関紹介

【 休 診 日 】  水曜日、日曜日、祝日
【 診 療 受 付 時 間 】  8：35 ～ 12：00 ／ 14：00 ～ 17：15
　　　　　　　　 （土曜日のみ 16：30 まで）

【 電 話 番 号 】  022-797-6460
【 住  所 】  宮城県仙台市太白区袋原字台 31-1
【 診 療 科 】  泌尿器科／腎臓内科

院長 川
かわむら

村 貞
さだふみ

文

Ｍ＆Ｔ泌尿器科クリニック袋原
　この度は当院をご紹介させていただきありがとうございます。
　25 年間勤務したがんセンターを定年退職して医療法人社団 桜蘭会に入職、2023 年７月に、
仙台市太白区袋原にＭ＆Ｔ泌尿器科クリニック袋原を開院いたしました。
　桜蘭会は現在クリニックを三か所構えており、在宅医療を主業務として医療を展開しており
ますが、当クリニックは外来診療のみで、泌尿器科疾患全般にわたって、小児から高齢者まで
幅広く診療を行っております。
がんセンター勤務時代は、医療情勢の変化を見据え、基幹病院として県南における泌尿器科病
診連携のシステム構築に取り組んできましたが、開業して改めてその重要性を感じております。
　今後も地域に密着して、患者さんに満足していただける質の高い医療を提供すべくスタッフ
一同尽力してまいります。

宮友
宮城県立がんセンター広報誌「せりなべ」　Vol.15

がんと深部静脈血栓症がんと深部静脈血栓症
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ボランティア活動
　ボランティア「ひだまり」の活動の中
から、今回は『ロビーコンサート』と『折
り 紙 』 に つ い て ご 紹 介 い た し ま す。 年
に数回ボランティアが主催しロビーコン
サートを開催しています。今回の写真で
は宮城県農業高等学校の合唱部の皆さん
です。素敵な歌声を披露していただきま
した。時折有名な方がコンサートに来る
こともあります。もう一つボランティア
の活動でご紹介するのが『折り紙』での

作品です。季節ごとに様々な作品を折り
紙で表現していただいており、院内のい
たるところに飾っています。見かけた際
には少し足を止めて観察してみてはいか
がでしょうか。
　ボランティア「ひだまり」では外来活
動や本館・緩和ケアでの活動やイベント
と様々な活動を行っていますので、今後
もせりなべの中で少しずつですがご紹介
させていただきます。

宮城県立がんセンターの

　当センターでは、がんセンターのスタッフががん
に関する話題を紹介していくラジオ番組「がん情報
ラジオ」をエフエムなとりにて放送しています。
　放送時間は、毎週金曜日夕方５時
30 分から５時 44 分、翌日土曜日の午
前９時 15 分から９時 29 分に再放送
も行っております。

● SNS アカウントを開設しました

Instagram LINEX facebook

みやがん広報室からのお知らせみやがん広報室からのお知らせ

● がん情報ラジオのお知らせ

YouTube

広報誌「せりなべ」に関する
ご意見・ご感想を募集してお
ります。下記のフォームから
皆さまの声をお寄せください。

投稿フォーム

● ご意見・ご感想の募集

ぜひご登録ください。

公式 HP

　がん診療の進歩により、がんサバイバー（がんの診断を受けたすべてのがん経験者）が増加しています。がん患者さんの生命予後
が改善したことで、がんそのもの、あるいはがん治療に伴う心不全や血栓症が生じがん治療を十分に行えなかったり、命にかかわっ
たりする場合があることがわかってきました。がん治療中は、深部静脈血栓症や肺塞栓症に注意が必要です。

　当センターではがん専門医が循環器科医と協力しながら定期的に採血をし、必要に応じて CT・下肢静脈エコーなどで血栓の有無を確認
しています。足の違和感やむくみ、今までなかった息切れなどの症状を自覚した場合には、早めに担当医にご相談いただくことが大切です。

● 深部静脈血栓症

　四肢の深部を走行する静脈に血栓ができる病気です。がん患者さん
は、体調不良による活動性低下、大きくなった腫瘍の血管圧排などに
より静脈に血流が妨げられうっ滞しやすくなります。また食欲不振に
よる脱水、がんそのものから血液を固まりやすくする物質が分泌され
ることや一部の抗がん剤では血液が固まりやすくすることがあり、血
液が凝固しやすい状態になっています。このような悪条件が重なると
血管の中に血の塊（血栓）ができてしまいます。膝下（ひざした）な
どにできた小さな血栓でも放置すると進展し膝上から太もも、ひどい
場合には骨盤内まで連続する大きな血栓になってしまうことがありま
す。症状は血栓の大きさにより足のツッパリ感やむくみのほか、痛み
や足の色が紫色になってしまうこともあります。そして、次に説明す
る肺塞栓の発症原因にもなるのです。

● 肺塞栓症

　下肢静脈の血栓などが血管壁からはがれ、血流にのって肺動脈まで飛
んでしまう病気です。小さな血栓で起きた肺塞栓症では咳や軽い胸部不
快などの症状で済みますが、大きな血栓が詰まると突然意識を失う失神
発作やショック状態といった命に係わる危険な状態に陥る可能性もあり
ます。

● 予防

　規則正しい食生活と水分補給が大事です。常日頃から散歩などの軽い
運動で体を動かすことを心がけてください。椅子に座った状態での足踏
みや足首の背屈運動でも血流促進効果が得られます。寝たきりの方では
マッサージや膝立て運動、足先を枕や座布団など少し高い位置にあげる
下肢挙上等によってもむくみを予防、改善させる効果が得られます。

県内の医療に寄り添う

連携医療機関を

ご紹介いたします



みやがん広報室

地方独立行政法人宮城県立病院機構

宮城県立がんセンター

宮城県立がんセンター広報誌

せりなべ　冬号　2026 年 3 月 1 日発行　Vol.15

〒 981 - 1293 宮城県名取市愛島塩手字野田山４７の１
https://www.miyagi-pho.jp/mcc/

【広報誌に関するお問合せ】TEL　022-384-3151（代）

せりなべの料理人
　編 集 委 員 長：海法道子
　副 委 員 長：猪岡京子、菅尚明
　編 集 委 員：鎌田真弓、渡邉香奈、大久保鉄平、森谷鳳太、佐藤美和、佐竹直子、山口佳代、髙橋央
　写 真 ・ 構 成：髙橋央、野村結花、森谷鳳太

みやふぉと
撮影　広報担当


